
































































































1597 年にフェッララ、つづいて 1631 年にサンマリノを守っていたウルビーノ







　16 世紀においてサンマリノは、イタリア人の学者（G. G. トリッシー及び
P. ベンボ）により、自らが「例外的な特質」（＝非常に小さい独立国であるこ
と）であるという視点から政治的なエッゼイで語られるようになり（7）、17 世




にも訪問する習慣（Ground Tour とも呼ばれている）が始まる。1701 年から
1703 年まで、「英国のジャーナリズムの父」とも呼ばれているジョセフ・アディ
ソンがイタリアを訪問した際、慣習的な行程から離れて、サンマリノに上っ
た。その後、帰国したアディソンは Remarks on Several Parts of Italy, &c., in 
the Years 1701, 1702, 1703 というエッセイにおいてサンマリノのデモクラシー
を賞賛した。このように、アディソンの著作によって、サンマリノの神話は
イタリアを超えて、ヨーロッパまで反響した（9）。




















































































バルディは勇敢に戦っていたが、7 月 2 日にすでに防衛できなくなったローマ
を去るほかはなかった。その際、ガリバルディは、ヴェネツィアの人々もオー
ストリア帝国の軍と戦っているところであったので、自分の隊員達とともに








































　ヴィット―リオ・エマヌエーレ 2 世は、1861 年 3 月 17 日にイタリア王国の





































































































　1873（明治 6）年 8 月 27 日に、それ以前に明治政府は琉球が日本の「一統
之一部ト被見做」ということを駐日各国公使に通知したことに対して、駐日
イタリア・ドイツ代理公使が明治政府に対して次の照会をした（27）。
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<ABSTRACT>
The Meiji Restoration Seen from History of Italy: 
Focusing on the Case of San Marino
Marco TINELLO
In this article, I focused on the history of the tiny state of San Marino 
and its independence. I showed that San Marino’s history is an inestimable 
standpoint through which we can understand the unification of Italy in 1861, 
the balance of power in Europe in the nineteenth century, and comparatively, 
the annexation of Ryukyu to Meiji Japan in 1879. It was only when I looked 
back to San Marino, which is to say to my own culture and history, that I 
was able to see East Asian history from a hitherto unnoticed perspective and 
clarify that the annexation of Ryukyu to Japan was a global event.
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